
教科 科目名 学年 単位数 必修 選択 

数学 数学Ⅲ ３ ４ 理系必修 
 

到達目標 極限、微分法及び積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図る。事象を数学

的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用するようにする。 

年間スケジュール 

期
間 

単元・項目名・実施内容など 受講に対してのアドバイスなど 備考 

１
学
期
中
間 

第１章 関数 
 １．分数関数  ２．無理関数 
 ３．逆関数と合成関数 
第２章 極限 
 第１節 数列の極限 
１．数列の極限 
２．無限等比数列 
３．無限級数 

・分数関数・無理関数について理解する。 
・関数の一般的な定義や関数の合成および逆関数について理解する。 
・数列の意味と一般項、末項、項数などの用語を理解する。 
・無限数列の収束・発散を理解する。 
・数列の極限値の性質について理解する。 
・無限等比数列の極限について理解する。 
・無限級数とその性質およびその応用について理解する。 

          

 

１
学
期
期
末 

 第２節 関数の極限 
 １．関数値の極限(1) 
２．関数値の極限(2) 
３．三角関数と極限 
４．関数の連続性 

第３章 微分法 
 第１節 微分法 
１.微分係数と導関数 
２. 導関数の計算 

・関数値の極限の性質を理解する。 
・関数値の極限が無限大になる場合、はさみうちの原理を理解する。
・関数の連続性や中間値の定理について理解する。 
・関数の定義を確認し、微分可能性と連続性について理解する。 
・関数の定数倍、和、積、商の導関数について理解する。 
・合成関数の微分法について理解する。 
・逆関数の微分法や媒介変数で表された関数の微分法を理解する。 
・三角関数の導関数について理解する。 
・対数関数・指数関数の導関数について理解する。 
・第ｎ次導関数について理解する。 

 

２
学
期
中
間 

第２節 いろいろな関数の導関数 
 ３.いろいろな関数の導関数 
 ４．第ｎ次導関数 
 ５．曲線の方程式と導関数 

第４章 微分法の応用 
 第１節 導関数の応用 
 １．接線の方程式 ２．平均値の定理 
３．関数の値の変化 ４．関数のグラフ 

 第２節 いろいろな応用 
 １．方程式、不等式への応用 
 ２．速度と加速度  ３．近似式 

・曲線の接線や法線の方程式が求められる。 
・平均値の定理について理解する。 
・関数の増減について理解する。 
・関数の極大・極小について理解する。 
・第２次導関数を用いて曲線の凹凸や極値の判定ができる。 
・増減、極値、凹凸、変曲点などを調べてグラフをかける。 
・関数の最大値・最小値が求められるようにする。 
・関数の増減を調べることにより、方程式の実数解の個数を求め 
ることや不等式の証明が出来るようになる。 

・速度・加速度について理解する。 

・近似式について理解する。 

 

２
学
期
期
末 

第５章 積分法とその応用 
 第１節 不定積分 
 １．不定積分とその基本性質 
 ２．置換積分法と部分積分法 
３．いろいろな関数の不定積分 

 第２節 定積分 
 １．定積分とその基本性質 
２．定積分の置換積分法・部分積分法 

 ３．定積分のいろいろな問題 

・不定積分の意味、関数の定数倍や和の不定積分、指数関数の不定積
分、三角関数の不定積分などの公式を理解する。 
・置換積分法について理解する。 
・部分積分法について理解する。 
・複雑な分数関数や三角関数の積などの不定積分について理解する。 
・定積分の意味や性質、定積分と微分の関係について理解する。 
・定積分の置換積分法・部分積分法について理解する。 
・区分求積法と定積分の関係について理解する。 
・定積分と不等式の関係について理解する。 

 

学
年
末 

第３節 積分法の応用 
 ７．面積 
 ８．体積 
 ９．道のり 
 １０．曲線の長さ 

・定積分を用いて、曲線で囲まれた図形の面積を求めることができる
ようにする。 

・定積分を用いて、立体の体積や回転体の体積を求めることができる
ようにする。 

 

 

 

評価方法と 

評価のポイント 

知識・技能・・・定期考査、小テスト 

思考・判断・表現・・・定期考査、課題提出、学習活動への参加態度 

主体的に学習に取り組む態度・・・小テスト、課題提出、学習活動への参加態度 
 

教科からのアドバイス  

 毎日授業があります。復習を欠かさずに、着実に理解して進めていきましょう。 

 


